様式第1号(第3条関係)

門川町水道事業検針業務委託契約書
門川町長　　　　(以下「委託者」という。)と　　　　　　　　　　　　　　　　　　(以下「受託者」という。)は，門川町水道事業検針業務委託規程(昭和58年企管規程第1号)の検針業務について，次のとおり契約を締結する。

第1条　受託者は，この契約及び規程の定めるところに従い，委託者の指定する区域の検針業務を誠実に履行するものとし，業務上知り得た事項等を他に漏えいしてはならない。
第2条　検針の期間は毎月7日より始まり25日までに完了するものとする。

2　受託者は，検針をしたときは，使用者に対し「水道使用量のお知らせ」に必要事項(漏水その他)を入力し，交付するものとする。

3　量水器の故障，障害物積載，埋没その他の理由で検針できないときは，水道使用者にその理由を説明するとともに委託者に報告するものとする。
4　閉栓中であっても人が住んでいたり使用している事実がある場合は，検針を行い使用者に開栓手続を行うよう指示し，委託者に報告するものとする。
第3条　受託者が検針に必要な器具については，双方協議の上，委託者においてこれを貸与する。

第4条　受託者は病気，その他やむを得ない理由により期間内に検針が完了できないと予測される場合は，受託者は委託者と協議し検針業務を遂行しなければならない。

第5条　委託者は受託者に対し，規程に定める委託料を支払うものとする。

第6条　委託者は，受託者が検針従事中に生じた災害に対しては，その補償の責は負わないものとする。

2　受託者は，業務従事中に事故が発生し，又はそのおそれがあるときは，遅滞なく委託者及び関係者に報告しなければならない。

3　受託者は，業務中受託者の責に帰すべき事由により委託者及び関係者に対し人身及び財産上の損害を与えたときは，これによって生じた損害を賠償しなければならない。
第7条　委託者は，受託者が次のいずれかに該当する行為のあったときは，この契約を解除することができる。

(1)　受託者がこの契約に違反したとき。

(2)　受託者がこの契約に基づく業務を誠実に履行しなかったとき。

(3)　その他委託者において不適当と認める行為があったとき。
第8条　前条によって委託者が契約を解除した場合，受託者に生じた損害については委託者は補償しない。

第9条　この契約の期間は，　　　　年　　月　　日から　　　　年　　月　　日までの1年間とする。

2　前項の契約更新については満65歳までとする。ただし，契約期間中途に満65歳となった場合の契約期間は，契約満了の日までとする。

3　受託者は自己の事由により契約を解除しようとするときは，その3カ月前までに委託者に通知し，了解を得るものとする。
4　受託者は契約の際，健康診断書を添付するものとする。
第10条　受託者は，この契約の期間が満了したとき，又はこの契約が解除されたときは，委託者が指定する日までに検針業務を委託者に引継ぐとともに身分証明書及び貸与品を委託者に返納しなければならない。

第11条　委託者及び受託者は，この契約を信義に従い誠実に履行し，この契約について疑義があるときは双方が協議して決定する。

この契約を証するため，本契約書2通を作成し，双方記名押印のうえ各1通を保有する。

年　　月　　日

委託者　　　　　門川町本町1丁目1番地

門川町水道事業　　
門川町長　　　　　
受託者　　住所　　　　　　　　　　
氏名　　　　　　　　　　
